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る光源を用い, 光の強さを変化させて, これに対する魚の行動を観察 した｡ その結果, 新たに得られた知
見で, とくに注目すべき点はつぎのようである｡
(1) 各魚類とも暗所ではばらばらな運動をしているが, 成群性の魚種では光によって群を形成する｡
(2 ) 集魚効果は灯火の色によって異なり, 一般に緑 ･青色が赤色系統よりもす ぐれていて, 色によっ
て群の安定性が異なる｡
(3) マアジ ･ マサバは灯火によって集合するが, 水中に連続的に減衰する照度分布が与えられている
場合, 安定な群をつくるのはマサバの場合 10~ 2 1ux程度の部位である｡
(4) カタクチイワシは初め明るい所に集まるが, 時間の経過によってやや暗い方へ移る｡




として, サバ跳釣および一本釣, イサキ ･ タイ手釣, イカ釣につき, また, 網漁業として, まき網と敷網
とについて研究がなされた｡ その結果多くの新しい知見を得, 独創的な考察がなされているが, 重要な点
を要約するとつぎのようである｡
(1) 各種釣漁業において現場観測を行ない, 光源の光の強さと, その光源によって得られた漁獲との




(3) サンマ棒受網漁業については, 光の強さCの光源の集魚効果が, 相当大胆な仮定と省略のもと
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